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  日本学術会議会長 殿 

 

課題別委員会設置提案書 

  日本学術会議が科学に関する重要事項、緊急的な対処を必要とする課題について審議

する必要があるので、日本学術会議の運営に関する内規第１１条第１項の規定に基づき、

以下の課題別委員会の設置を提案します。 

 

１ 委員会名 研究評価の在り方検討委員会 

２ 設置提案者 材料工学委員会委員長 

３ 設置期間 平成１８年６月２２日から平成１９年７月３１日まで 

４ 構成員数 １５名以内 

５ 設置の必要性

及び審議事項 

(１) 委員会設置の必要性・期待される効果等 

我が国の各省庁で推進されている研究課題についての評価は、各省

庁内で選出された評価者により実施されている。国民へのアカウンタ

ビリテイより、公平で信頼できる評価システムが望まれている。大学

や研究機関の研究分野毎の評価水準についてみても、評価パネルを実

施する時のみ編成し、実施後パネルは解散し、経常的に研究分野の評

価を実施できる体制にない。一方、米国では非営利団体であるナショ

ナル・アカデミーズ（全米科学アカデミー、全米工学アカデミー、全

米研究委員会、医学研究所の４つの機関から構成）が、各省庁からの

委託を受け、様々な評価を実施している。我が国においても同様に各

省庁で実施されている研究について、公平で信頼性の高い評価を研究

分野毎に実施できる機関が求められている。その可能性について審議

する。もし、新規に評価機関が設置されれば、各省庁で実施されてい

る研究について、公平で信頼性の高い評価を研究分野毎に実施できる。

また、基礎研究評価について NSF では、定性的な評価指標を用いる

ことが特別に承認されている。我が国においては、基礎研究評価は数

値的指標を用いるなど未だ統一的な見解がないのが現状である。本委

員会では、基礎研究評価の在り方について、各研究分野毎に検討し、

その方向性を提言する。もし、NSF のように定性的な評価指標を用い

ることが可能になれば、我が国においても、健康的な評価が実施され

ることが期待される。 

 

(２) 審議事項 

研究分野毎の評価を継続的に我が国で実施するための評価機関を設

置するかどうかの審議と、研究分野毎の基礎研究評価の在り方を審議

し、提言する。 

※  設置提案者は、会長、副会長、部長、既存の委員長又は５名以上の会員 


